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三沢市地域ケア推進会議（概要） 

会議名称 平成２８年度 第１回三沢市地域ケア推進会議 

開催日時 平成２８年７月２５日（月）１３時００分～１４時３０分 

場  所 三沢市総合社会福祉センター ２階多目的ホール１・２ 

出 席 者 

委員（敬称略） 

委員 中山 宏祥 委員 坂野 沙希 

委員 濤岡 一司 委員 法量 正彦 

委員 伊藤 博次 委員 駒沢 今子 

委員 吉田 昌子 委員 柏崎 美江 

委員 橘 清子 委員 石原 政人 

委員 坂本 幸子 委員 沼宮内 千春 

委員 加賀谷 久子 委員 昆 信嗣 

委員 山口 文衣 委員 田鎖 雅子 

委員 佐藤 康英 委員 鳴海 海子 

委員 坂上 博輝 委員 中平 智弘 

委員 中村 健一（議長） 委員 髙田 ひとみ 

委員 吉田 喜実夫 委員 
青柳 邦子 
（代理 成田 健一） 

事務局 

三沢市 市長 種市 一正（代理 副市長 米田 光一郎） 

福祉部介護福祉課 課長 寺澤 寿子      課長補佐 大塚 勤光 

高齢福祉係長 蒔田 悠仁  保健師 内村 憲司 

主事 種市 麻衣子 

議事概要 

 

１ 三沢市地域ケア推進会議について 

（１）事務局より、資料をもとに会議の方向性や今後のスケジュール等についての説明あり。 

（２）質疑応答 

● 伊藤委員：今後新しい総合事業への移行に伴い、予防通所介護および予防訪問介護は市に

請求するような方法となるか。 

● 事務局：新しい総合事業では、要支援１．２の方々が受けているそれらのサービスを、介

護給付費からではなく、新しい地域支援事業の枠の中で、市で単価を決めて実施していく。

現在、単価やサービス内容は検討中で、次回開催時までにはお示しできればと考えている。 

● 伊藤委員：全体のイメージとして、「地域ケア会議」で出された問題を、この会議で検討

していくというイメージでよろしいか。 

● 事務局：おっしゃる通り、地域ケア会議は個別事例等を検討している会議で、そこで出た

地域の課題点を吸い上げこの会議で検討し、課題解消に向けた話し合いをしていただく位置

づけとなっている。 

 

２ その他 

【地域における高齢者の見守り活動についての意見交換】 

● 事務局より、三沢市地域で行われている見守り活動の取組等について話題提供あり。 

● 佐藤委員：以前より各交番や駐在所の者が個別に訪問し状況などを確認する巡回連絡を行
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っている。また、地域住民や民生委員の方からの通報への対応例や、家族や近隣住民から安

否確認の通報により対応している例もある。 

また、高齢者見守りのためのタクシー会社とのネットワークシステムを構築しており、警

察でも行方不明があれば管内のタクシー会社で組織するタクシーネットワークシステムに、

ＦＡＸ等で手配、依頼している。 

● 昆委員：空街カードを活用した事業では、現在インターネットモニター事業や健康ポイン

ト事業等に合わせて、ポイントや商品券を付与している。また、今後実施予定のものとして、

「高齢者見守り安否確認、元気声かけサービス構築事業」、ものづくり・商業・サービス革

新補助金の採択を受けた。この事業の内容は、買い物できる元気な高齢者ではあるが一人暮

らしの方など、一定期間買い物行動がない場合に、事前登録した身内の電話やメールで連絡

し安否確認をするもの。そのほか、包括支援センターが行っている徘徊ＳＯＳネットワーク

について、加盟している７２店舗へ声をかけている。 

  もう一つは、検診で骨粗しょう症などの診断を受けた方に対しポイントを割増にするサー

ビスや、端末に情報登録された 75 歳以上の方が買い物に来たらアラームが鳴るなど、元気

かどうか声がけするなど、地域包括支援センターと連携しながら一人暮らし高齢者の見守り

と元気で買い物に出歩けるような取組を、今年９月頃から実験的に行い来年度から本格的に

開始する予定である。 

● 橘委員：介護保険財政も厳しくなり、経済面や生活様式の多様化により介護保険サービス

だけではできないことがあり、地域の見守りや移動スーパーのニーズが増えていくのではな

いか。 

    我々は専門職として地域のサービス資源を把握しているつもりだが、一元化したネットワ

ークがあればよいのではないか。情報網からこぼれる高齢者がないように地域で取り組んで

いかなければならないのではないかと思う。 

● 事務局：現在、市では事業者それぞれの目線の見守り活動については全て把握していない

が、協力している事業者らとネットワーク体制がとれれば、今後、住み慣れた地域で安心し

た生活ができる地域づくりにつながると思うので、次回開催までに市の取組案をお示しした

いと考えている。 

● 中村議長：私も三沢市福祉部長の立場として、橘委員からお話があったことについて、回

答になるかは別として、事務局より次回の会議でご提案したいと思う。 

● 伊藤委員：包括ケアの構築に向け、我々医療職は日常業務の中でどのように関わっていけ

ばよいか概念自体理解できずにいるが、現在不明な点が多いため、医師会、歯科医師会、薬

剤師会にこのようなことをお願いしたいなどの具体案を出していただいたほうが、どの組織

がどこまでやるのかの線引きが不明なので、行政の方でコーディネートしていただき、こち

らも依頼されたほうがやりやすいのではないか。 

● 事務局：地域ケア推進会議は多職種で構成し地域の課題に取り組むことになっており、医

科、歯科、調剤、訪看、在介など、医療介護関係者の方々には別枠で在宅医療介護連携事業

もあるので、地域ケア推進会議と併せて話し合いを進めていただければと考えている。 

● 事務局：補足として、実際にこの会議の中で医療関係者や福祉関係者に「このようなこと

をしてください」といったものが定まっていない状況であり、今後徐々に会議を進めていく

うちに定まっていくと思われるので、事務局でも、ある程度役割を提示できるよう検討して

いきたい。 

 

３ 閉会 

 


